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特集	 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会サポート特集

村外サポート拠点の運営 ―サポート機能
Functions of the support base outside of the athlete’s village
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Ⅰ．背景

日本スポーツ振興センター（JSC）が設置する

村外サポート拠点は、国立スポーツ科学センター

（JISS）およびナショナルトレーニングセンター

（NTC）を有するハイパフォーマンススポーツセ

ンター（HPSC、東京都北区）を補完する環境を

大会開催地に再現することを目的とし、これまで

国際総合競技大会で運営されてきた 9)。

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技

大会（東京大会）における特徴としては、自国開

催であること、コロナ禍において、感染対策を講

じながら運営する大会となったことの 2点が挙げ

られる。夏季オリンピック競技大会としては 57

年ぶりの大会となり、自国開催の利点を見い出し

ながら有益な活動を実施することが望まれた。ま

た、大会史上初となる 1年の延期を経ての開催と

なり、選手のパフォーマンスを支えるだけでなく、

国民や選手及び大会関係者の安全を確保しながら

運営にあたることが重要であった。このような情

勢の中においても、大会直前および大会期間中に

村外サポート拠点を設置し、これまでと同様セラ

ピー、トレーニング、栄養、心理の分野で選手を

直前までサポートした（表 1）。本稿では、選手

サポートにあたった専門分野（セラピー、トレー

ニング、栄養、心理）の活動について紹介する。

Ⅱ．セラピー部門

1．セラピー部門の実施内容

セラピー部門では、村外サポート拠点のマッ

サージベッド、フリースペース、交代浴、プール

の設置・管理運営を実施し、また選手村内のアイ

スバス施設の設置・管理運営も行った。

村外サポート拠点の機能は、選手村内のスペー

スは限られており普段 HPSC内で実施している

コンディショニング機能すべてを村内で賄うこと

は難しいことから、過去大会と同様の機能を設置

した 2, 6)。東京大会は自国開催であったが新型コ

ロナウイルス感染症も関係し、選手村に入村でき
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るメディカルスタッフの人数が過去大会より限定

され、村外のメディカルスタッフの活動拠点がよ

り必要であったこと、感染症対策から他国のアス

リートとの接触を極力避ける目的での利用も想定

した。

選手村内の活動支援は、東京大会は過去の夏季

オリンピック・パラリンピック競技大会と比較

し酷暑が予想され、より積極的な暑熱対策が必

要であった 3)ことから、日本オリンピック委員会

（JOC）および日本パラリンピック委員会（JPC）

からの依頼を受けて選手村内のアイスバス施設の

設置・管理運営にも携わった。

上記は東京大会期間中だけの設置だが、その機

能はHSPC内の JISSアスリートリハビリテーショ

ンやコンディショニングスペース、NTCウエス

トプール、NTCイーストリカバリーエリアでア

スリートが日常的に行っているコンディショニン

グやリカバリー手段である。

村外サポート拠点では、まず各競技団体のト

レーナーが共有して利用できるマッサージベッ

ド、物理療法機器、コンディショニンググッズ

の設置と管理運営を行った。マッサージベッドは

感染症対策や車椅子利用者を考慮し、1ブースを

2× 3m程度の広さとしカーテンや移動式の簡易

パーティションで区切った（図 1）。物理療法機

器は JISSアスリートリハビリテーションに設置

されている機器の利用状況を元に、様々な競技で

ケガの急性期からコンディショニングまで対応で

きるよう揃えた。フリースペースではリカバリー

を促進すると考えられる機器やグッズを JISSコ

ンディショニングスペースや NTCイーストリカ

バリーエリアの状況を踏まえて準備した（図 2）。

対応する HPSCスタッフは理学療法士、鍼灸あ

んまマッサージ師、アスレティックトレーナー資

格をもつ者とし、常時最低 2名以上を配置した。

また、期間内に借用した既存の設備を最大限活

用し、人工炭酸泉を含む温浴とアイスバスによる

交代浴、プール施設を利用したコンディショニン

グができる環境を整備した（図 3）。交代浴では、

水やお湯の給排水の確認、炭酸ガスボンベや電源

の確保、各装置だけでなく浴槽や水の重量を考慮

した施設の耐荷重の確認、人工炭酸泉使用時は炭

酸ガス濃度が 1000 ppm程度であり既存の配管や

ろ過装置がその濃度に耐えうるか否かの確認、ア

イスバス用の氷の確保が必要であった。プールで

は普段 NTCウエストにおけるコンディショニン

グ &リカバリー利用状況を踏まえ、プール内で

使用可能な各種グッズを準備するだけでなくプー

表１：各拠点の分野別利用人数

晴海拠点 豊洲拠点 合計

オリ期間 入館 1935 533 2468

セラピー（マッサージベッド） 882 133 1015

セラピー（交代浴・プール） 551 308 859

トレーニング 121 287 408

補食・栄養情報 421 269 690

パラ期間 入館 1328 430 1758

セラピー（マッサージベッド） 615 136 751

セラピー（交代浴・プール） 292 262 554

トレーニング 86 139 225

補食・栄養情報 343 154 497
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ルサイドでのエクササイズ利用を想定し各種の物

品を準備した（図 4）。サウナについてはコンディ

ショニングの一つとして取り入れている選手が多

く、過去の村外サポート拠点では設置されてい

た 2)が、今回は感染症対策のため、豊洲拠点のみ

に設置し減量目的のみの利用とした。スタッフは

プールライフガード資格を持つもの 1名と炭酸泉

の管理運営のための複数名を常時配置した。

選手村内には、日本代表選手団本部メディカル

と連携して日本代表選手団棟地下 1階にアイスバ

ス 5台を設置した（図 5）。冷水の確保のために

チラー（冷却水循環装置）を 2台準備した。水温

を調節できるように組織委員会が用意する氷を

クーラーボックスに常備してアスリートの希望温

度（8～ 17℃）に対応できるようにした。選手団

宿泊棟に掲示物を貼り、予約をスマートフォンか

ら容易にできるようにした。地下のため排水が容

易ではなく組織委員会が準備した汲み上げポンプ

を利用しマンホールに直接排水した。

感染症対策についてはまず入室時の検温、消毒

を実施した。入浴時の水を清潔に保つためアス

リート 1人の入浴が終了すると排水し、浴槽を清

掃、消毒した。注水はアスリートの予約時間に合

わせて行った。バスタブの間をパーティションで

仕切りソーシャルディスタンスを確保した。直接

地上につながっている窓がなかったので、サー

キュレーターや除湿器を複数台準備して換気を促

した。

図１. マッサージベッド

図３. 交代浴

図２. フリースペース

図４. プール
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2．セラピー部門の実績

感染症対策として、村外サポート拠点全体で

実施している対策の他に、HPSCスタッフがマッ

サージベッドを利用する際はゴーグルも着用し定

期的な手指消毒を実施した。また、利用時のアス

リートが触れた機器等については都度消毒だけで

なく定期的な消毒を実施した。その結果、セラピー

部門関連での体調不良者や新型コロナウイルス感

染症に罹患したものはいなかった。

2つの村外サポート拠点を合わせた利用は、東

京 2020オリンピック競技大会期間（オリ期間）

中 1874件、東京 2020パラリンピック競技大会期

間（パラ期間）中は 1305件であった（表 1）。そ

のうちマッサージベッドはオリ期間中 1015件、

パラ期間中 751件、交代浴・プールはオリ期間中

859件、パラ期間中 554件であった。日別の利用

者数はオリ期間・パラ期間共に開会式前後で多く

なり、マッサージベッドの一日の最大利用件数は

オリ期間中 98件、パラ期間中 90件、交代浴・プー

ルはオリ期間中103件、パラ期間中49件であった。

マッサージベッドの利用は全体として個人競技

のアスリートの利用が多かった。競技会場に向か

う前の朝 5時からのコンディショニング利用や、

競技終了後深夜 1時の利用などもあった。競技団

体からの依頼を受けて村外サポート拠点のトレー

ナーがベッドを利用する際は、選手団本部ドク

ターや各競技団体ドクターと連携を取った上で実

施した。アスリートの練習や競技会場の場所に合

わせて HPSCトレーナーがアスリートの利用しや

すい村外サポート拠点や JISSに移動して対応す

るなど、自国開催という利点も最大限を生かして

対応した。

交代浴はマッサージベッドと比較すると団体競

技の利用が多かった。アイスバスのための氷は 1

日最大で 360kg必要であった。連戦が続く中連日

深夜 1時過ぎに翌日の試合に備えるための利用も

あったが快く迎えた。プールでは、フリースペー

スと行き来する団体競技のアクティブ &セルフ

コンディショニング利用もあった。

オリ期間終了後にはパラ期間に向けて以下のよ

うにレイアウトを変更した。入館時に車いすのタ

イヤ・ハンドリムを消毒するエリアの設置、広い

動線の確保、大型低床のプラットフォームベッド

の設置、バスタブの配置変更と移乗台・手すり等

の設置などを行った。そのほかパラアスリートが

利用するにあたって改善が必要な部分に関して

は、アスリートやスタッフに実際に聞きながら障

がい者スポーツトレーナーや医療資格者を中心

に、アスリート個々の身体機能にあわせて臨機応

変に対応した。

図５. 選手村内のアイスバス
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3．セラピー部門の総括

東京大会終了後にはアスリートや競技団体ス

タッフから下記のような好意的な意見を頂いた。

「普段使っている物理療法機器を使えたので、選

手のコンディションを保つことができ結果も出ま

した」

「交代浴（特に炭酸泉）があり、試合間・後のリ

カバリーによかったです」

「交代浴後にコンディショニングができるフリー

スペースがある、ケアしてもらえるベッドがあり

トレーナーがいる」

「洗濯中に村外拠点の機能を利用し、帰るタイミ

ングで洗濯物を受け取って帰れたのでとても助

かった」

「深夜・早朝も対応していただき、ありがとうご

ざいました」

一方で、本大会では、2箇所の村外サポート拠

点を運営したが、機能が充実している拠点よりも

選手村から歩いて行ける拠点の利用者の方が多

かった（表 1）。大会期間中のアスリートのコン

ディションを考えると、移動や洗濯等に費やす時

間を極力少なくし、リカバリーの時間にあてるこ

とができる環境を整えることも重要だと考えられ

る。また、村外サポート拠点の利用は事前予約制

であったが、競技終了時間が定まっていないこと

や、ドーピングや取材、交通等により予約した時

間通りにアスリートの来訪が難しいケースもあっ

た。また、身体のコンディション状況により予定

にはない利用やスケジュール変更等もあり、これ

らの要望に柔軟に対応できるようにする必要があ

ると考えられた。

設備や機能については事前の準備や確認が重要

である。競技団体の声を聞き、より使いやすく必

要な機能や機器を整備することが必要である。特

に交代浴に関して、本大会は自国開催であったが、

水質維持やアイスバスの温度管理に多くの時間を

費やした。今後海外での交代浴実施の際は多くの

アスリートを柔軟に迎えることができるよう、綿

密な事前の準備が必要だと考えられる。

選手村内のスペースは限られており普段 HPSC

内で実施しているコンディショニング機能すべて

を村内で賄うことは難しいことから、村外サポー

ト拠点の機能としてマッサージベッドの設置や交

代浴設備の管理運営をした。今後の村外サポート

拠点設置時は、交代浴設置に伴う設備のより入念

な確認と、競技団体の要望を踏まえ機能だけでな

くアスリートの利便性も追求したより効率的なコ

ンディショニング &リカバリーを促せるような

環境を作り上げる必要があると考えられる。

Ⅲ．トレーニング部門

1．トレーニング部門の実施内容

トレーニング部門では、選手村からの立地と施

設の環境を考慮し、豊洲拠点と晴海拠点でそれぞ

れ異なる機能の設備を準備した。

豊洲拠点は選手村からは車で 10分程度と少し

離れているものの、プールを含めてフリーウエイ

ト、ウエイトマシン、有酸素マシン、フリーエリ

ア、など多機能で普段から取り入れている専門的

なエクササイズ実施に適した施設といえる。また、

スペースに余裕があることから、セラピー施設を

併設した。このような条件から、積極的な試合直

前の調整トレーニングが実施できる施設としての

機能を充実させた。

晴海拠点は選手村から徒歩 3分と好立地であ

り、従来の施設の機能として様々な温度の異なる

浴槽やジェット、バイブラといった設備を有して

いる。トレーニング施設としてはエアロビクスな

どに用いられるスタジオ 1室に限られてしまうこ

とから、多くの機材を設置することが困難であっ

た。このような状況から我々は限られたスペース

にトレーニングマシンを詰め込むのではなく、リ

カバリーに重点を置いた機材を充実させてアス

リートが期間中に気分転換やコンディション維持

を目的とした機能に特化して準備した。トレーニ

ングエリアもエネルギー供給系の様々なマシンを

アスリートがニーズに合わせて選択できるように

設置した。（図 6、7）

準備期間として 6名のトレーニングスタッフが

交代で 7日間（7/7-12）に 2つの拠点の準備を行っ



村外サポート拠点の機能

29

た。営業期間中の 18日間（7/13-8/8）は 24名の

トレーニングスタッフが指定のホテルに宿泊し、

9:00-21:00の運営時間を 2交代制で勤務にあたっ

た。

フリーウエイトエリアは、一般的なスポーツク

ラブ施設とアスリートのニーズが異なるため、プ

ラットホーム、バーベルやダンベルを利用した競

技特異的なエクササイズが実施できる設備を拡張

して充実させた。感染予防のためマスク着用を原

則とし、必要に応じてマスクを外してトレーニン

グを希望する場合は遮蔽物で囲い、利用後には消

毒をして対応した。またサーキュレーターを複数

台設置して、空気の流れを作り効果的に換気を行

い、利用者による利用後の消毒に加えてスタッフ

による消毒も都度行い感染対策を行った。

有酸素エリアについては、アスリートは試合直

前の調整のため、高い運動強度でのトレーニング

が必要とされることがある。このような場合、飛

沫防止のマスクを着用した利用は呼吸が困難であ

る。このため、各有酸素マシンを飛沫防止の遮蔽

物で囲みマスクなしでも利用できるように設置し

た（図 6）。また既存の設備だけに頼らず、普段

アスリートが活用しているマシンを設置すること

によって、マシンで取得できるデータの継続性を

高めることや、使用方法、使用感について違和感

を生じさせないよう配慮した。また、既存の設備

の中からアスリートにとって有益と思われるマシ

ンを残して設置した。

フリーエリアを設置し、ウォーミングアップや

ファンクショナルなエクササイズを実施できるエ

リアとして、セラピー部門と共有した。

なおパラ期間前には、上肢エルゴメーターや

ディスエイブル用ベンチ、スミスマシンを増設し

つつ、車いすやブラインドアスリートの動線を考

慮してレイアウトを一部変更した。

2．トレーニング部門の成果

晴海拠点は選手村から徒歩圏内に設置し、リカ

バリー目的の利用が多いと予想されたため、ト

レーニングルームもリカバリーに有効と考えられ

るエネルギー供給機構や呼吸循環系に特化した機

能を準備した。トレーニングルーム利用件数は、

オリ期間中 121件であり、晴海拠点利用者（1935

名）の 6.3%であった（表 1）。パラ期間中の利用

件数は 86件であり、拠点利用者（1328名）の 6.4%

であった。豊洲拠点ではオリ期間中は 287件（豊

洲拠点利用者 533名のうち 53.8%）、パラ期間中

は 139件（拠点利用者 430名のうち 32.3%）であっ

た。このような結果から、利用者は施設ごとの機

能について理解し、戦略的に利用できていたと推

察するが、可能な限り選手村から近い施設が望ま

れているように感じる。

図６. 有酸素エリア 図７. 自重トレーニングエリア
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トレーニング指導に関してはマスクを着用しな

がら、指導の前後に手指の消毒を行い指導中は機

器を通じて選手と間接的に接触しないようにし、

身体に直接接触しない指導を実施した。その結果、

コロナウイルスなどの接触感染やクラスターは確

認されなかった。また、利用中のケガなども発生

しなかった。アスリートが安心で安全に大舞台の

直前に施設を利用できたのではないかと考えてい

る。

3．トレーニング部門の総括

昨今のアスリートに不可欠なトレーニングの一

つに、スナッチやクリーンといった全身パワー発

揮トレーニングがある。このような種目を実施す

る場合、1試技が終わるごとに高重量のバーベル

を腰程度の高さから落下させる必要がある。この

ような理由から、アスリートは普段からバーベル

を落下させても支障のない設備を利用してトレー

ニングを行っており、これまでの村外サポート拠

点においてもトレーニング施設の選定にはそのよ

うな点が重要かつ困難であった 8)。今回の施設で

も建物の構造から床面積に対する荷重の制限があ

り、上記種目のバーベルの落下ができなかった。

このような環境では、アスリートは普段と同じで

はない方法で、大切な試合前の直前調整を行わな

ければならないことになってしまう。普段からこ

のようなトレーニングを実施している施設を利用

することが望ましい。

東京大会では 2つの拠点に異なる機能を持たせ

て運営したが、選手村から近い立地にある施設に

充実した機能を持つトレーニングルームを設置で

きていたらさらに便利であったに違いない。また、

拠点が分かれることでスタッフを 2か所に配置し

なければならないため、人的コストや施設設置の

ためのコストを考慮しながら運営を検討する必要

があった

村外サポート拠点の機能として、スケジュール

の詰まった行動を余儀なくされるアスリートに

とっては移動時間が短くて済む立地が望まれてい

る。また、トレーニング施設に関しては、競技団

体の要望を踏まえてアスリートが普段から行われ

ている調整エクササイズを変わりなく実施できる

ように、普段から同様の機能（特にクイックリフ

トの実施できる環境）を持った施設を選定する必

要があると考えられる。

Ⅳ．栄養部門

1．栄養部門の実施内容

オリンピック・パラリンピック競技大会におい

て、大会期間を通して選手はメダル獲得を目指し、

最終コンディショニングに入る。コンディショニ

ングの要素として、トレーニング、セラピー、心

理に加えて、栄養はその一部を担っている。JISS

栄養グループが実施したリオ 2016大会のオリン

ピック・パラリンピック候補選手を対象とした調

査では、対象選手は試合時にブロックバーやエネ

ルギーゼリー・ジェルなどを補食として取り入れ

ていることがわかっており 10)、東京大会において

もコンディショニングのための補食提供は重要と

考えられた。さらに、東京大会はコロナ禍におけ

る開催ということで感染症対策を徹底した栄養サ

ポートが必要とされていた。同様に、東京大会は

過去大会（北京、ロンドン、リオ大会）と比べて

湿球黒球温度（暑さ指数：気温、湿度、日射量、

風速から計算）が最も高くなると予測されていた

ため 1)、暑熱対策および衛生管理も十分に考慮し

た栄養サポートが必要とされた。そこで、村外サ

ポート拠点における栄養サポートの目標として、

①選手にとって安全で安心かつ、効率的・効果的

なコンディショニング・リカバリーにつながるた

めの補食を提供すること、②暑熱環境下の試合期

におけるコンディショニング・リカバリーのため

の栄養情報を提供することとした。

コンディショニング・リカバリーのための補食

として、6つのコンセプト（エネルギー補給、た

んぱく質補給、水分補給、熱中症対策、腸内環境

を整える、リラクゼーション）を掲げた。提供し

た補食はコンセプトごとに JISS栄養グループで

これまでに実施した栄養サポートや調査研究 5, 10)

から、選手が日ごろ利用しているであろうと考え
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られるものを選定した。感染症対策のため栄養ス

タッフはマスク・手袋を着用し、補食を提供した。

喫食スペースでは各テーブルに飛沫散布予防の

ためのパーティションおよびアルコール消毒液を

配置した（図 8）。なお、補食は注文用紙に希望

する商品とその数を記入してもらい、栄養スタッ

フより提供した。

補食提供のブース内に、エビデンスに基づいた

試合時の食事のポイントおよび水分摂取（暑熱対

策）の重要性についてのポスターを掲示した（資

料 1、2）。加えて、JOCおよび JSC村内スタッフ

から情報を得て、選手村内における食環境情報（村

内マップ、各ダイニングの営業内容・時間および

外観写真、パラアスリートのためのダイニング内

アクセス案内）についてのポスターも掲示し、村

内および村外においてコンディショニング・リカ

バリーの効率化を促した。

2．栄養部門の成果

栄養機能として村外サポート拠点は 3箇所（晴

海拠点、豊洲拠点、JISS2Fコンディショニング

スペース［CS］）に配置された。栄養機能の利用

者数（延べ人数）は、オリ期間で 1217名（晴海：

493名、豊洲：278名、CS：446名）、パラ期間で

1322名（晴海：395名、豊洲：214名、CS：713名）

であった。各拠点におけるオリ期間およびパラ期

間でのコンセプト別補食提供数について図 9およ

び図 10に示した。コンセプト別補食提供数の特

徴として、オリ期間ではたんぱく質補給のための

補食提供数が最も多かったが、パラ期間ではエネ

ルギー補給および水分補給の補食提供数が最も多

かった。また、期間を通して、CS、晴海、豊洲

の順の補食提供数であった。

利用者の村外サポート拠点における栄養機能に

ついて、利用者からは下記の意見を伺った。ポジ

ティブな意見としては、

「競技会場で補食が手に入れられなかったため助

かった」（選手）

「補食の種類が多く助かった」（選手）

「トレーニング場所近くに栄養機能があったこと

は安心感があった」（スタッフ）

「選手の持ち歩く水や補食を減らすことができて

助かった」（スタッフ）

などがあり、ネガティブな意見としては、

「補食提供があることを知らず事前に知りたかっ

た」（選手）

図８.  栄養補食スペース。受付と喫食スペースを設け、喫食ス
ペース側の壁には栄養情報を掲載したポスターを貼った。
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「おにぎりなど食事寄りの補食があるともっと良

かった」（スタッフ）

「食事提供があると有難かった」（スタッフ）

「夏場であったため、固形物は水分を含むご飯が

あると良かった」（スタッフ）

といった声があった。

3．栄養部門の総括

暑熱対策として「水分補給」および「熱中症対

策」のコンセプトである補食の提供数が多かった

ことは目標としていた栄養機能が稼働していたと

考える。一方で、当初予定していなかった CSで

の補食提供であるが、補食提供数が拠点間で最も

多かった。本大会が東京での開催であり、選手の

行動範囲が広かったことも起因すると考えられる

0　　　  500　　   1000　　  1500　　  2000　　  2500

補食提供数（個 or 本）

*括弧内の数字はコンセプト内での商品数
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図 10. コンセプト別補食提供数（パラ期間）
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リラクゼーション⑷

晴海
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図９. コンセプト別補食提供数（オリ期間）
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が、この結果は JISS内における補食提供は継続

的な選手のコンディショニングに寄与できる可能

性があり、今後の食事調査および介入研究の余地

があると考える。村外サポート拠点によって、補

食提供数が異なっていることは拠点全体（トレー

ニングやセラピー、心理）の利用者数が影響して

おり、拠点場所の選定にあたっては選手が効率良

く利用できる場所の確保が重要であると考える。

本大会は国内開催ということもあり、食環境が

整っている（例：選手村における日本食の提供有、

コンビニエンスストア等での食品調達可）ため、

「食事」や「補食としての軽食（おにぎりなど）」

の提供を実施しなかった。事後アンケートの結果

として「食事」や「補食としての軽食（おにぎり

など）」の提供が挙がっていたことから、今後の

村外サポート拠点においては、選手・スタッフの

要望や食環境を加味し必要性の検討を行い、必要

な場合は HPSCが作成している「支援活動におけ

る感染症対策マニュアル」に基づき感染症対策を

徹底した上で実施する。加えて、「補食提供があっ

たことを知らなかった」という回答からも回答者

以外にも知らずにいた選手・スタッフの存在が予

想されるため、村外サポート拠点における栄養機

能の周知方法も今後は考えるべきである。

また、データとして集計は出来ていないが、各

拠点において栄養情報を栄養ブースに掲示してい

た（図 8）。しかしながら、試合前後の選手・ス

タッフがその掲示物を確認している様子は少な

かった。試合時の食事のポイントおよび水分摂取

（暑熱対策）の重要性について、「試合前後で必要

とされている栄養情報ではなかった」もしくは

「発信方法として適切ではなかった」可能性があ

る。また、村内の食環境情報については、特に国

内大会ということで、東京大会選手村食環境につ

いて安心感を持っていたのかもしれない。さらに

は JOC、JPC、JSCからの選手村食環境情報がす

でに関係者から事前に伝わっていた可能性も考え

られる。大会毎に食環境が大きく異なるため、大

会場所での選手・スタッフの注目が集まる栄養情

報および発信方法を事前に調査・検討する必要が

あると考える。

最後に、上記改善点は存在するが、コロナ禍で

のオリンピック・パラリンピック競技大会の開催

は東京大会が初めてであった。その中で、全競技

の選手・スタッフの間で感染者を出すことなく村

外サポート拠点の栄養機能を稼働できたことは、

目標であった選手の安心・安全なコンディショニ

ング・リカバリーに寄与できたと考える。

Ⅴ．心理部門

1．心理部門の実施内容

心理部門の村外サポートは、通常通り行って

いる HPSC内での個別／チームサポート、そし

て 2か所の村外サポート拠点に心理サポート室

（図 11）を設置した。また、今回のサポートでは、

JOC情報・科学サポート部門と協力・連携し、選

手村内に「個別オンラインサポート室」を設置し、

選手村と村外がいつでもつながるようにした（図

12）。さらに、村内に開設されたポリクリニック

の中にいる精神科医や、JPCの心理スタッフとも

連絡が取れるようにし、万全のサポート体制を整

えた。

2．心理部門の成果

HPSC内を利用する選手については、本番直前

まで、対面（希望によりオンライン）でのサポー

トを実施した。HPSCを拠点としていた競技団体

については、本番に向けての調整を HPSC内で

行っていたため、試合直前にメンタルトレーニン

グ講習会を実施したり、練習を観察するなど、万

全の状態で本番の試合に臨めるようなサポートを

実施した。東京大会直前・期間中にサポート活動

を行うことができたのは、まさに自国開催のメ

リットと言えるだろう。

村外サポート拠点でのサポート件数は多くは

なかった。その背景としては、先に述べた通り、

HPSC内でサポート実施しているケースやオンラ

インサポートが多かったことが挙げられる。また

村外サポート拠点では、競技団体に帯同している

心理サポート者（HPSC心理グループスタッフ以
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図11. 村外サポート拠点の心理サポート室

相談することで悩みの解決や試合での実力発揮につなげるのが目的です

こんなことで困っていませんか？

●試合にベストな状態で臨みたい　●試合で最高のパフォーマンスを発
揮したい　●自分のやってきたことを見直したい　●自分の目標を確認
したい　●モチベーションを上げたい　●選手村生活の工夫の仕方を相
談したい　●人間関係について　●試合を直前にして何かモヤモヤして
いる　●誰かに話がしたい　●試合で役立ちそうなメンタルトレーニン
グを教えて欲しい

心理の専門家が１対１で相談を受けます
オンラインで対応いたします

その他、悩み事があれば、まずは気軽にご相談ください

　メンタルサポートを利用されている選手
は、試合前の心理面の準備・対策、自分の課
題の解決、自分の考えの整理などを行ってい
ます。
※相談内容を、ご本人の許可なく他者に口外
することは一切ありませんので、ご安心くだ
さい。

図 12. 選手村内に設置したオンラインサポートの案内

外）が、心理サポート室を利用するケースが数件

あった。

新規の申込では、本番一ヶ月程前に、個別サポー

トの依頼が数件入った。試合を直前に控え、緊張

や不安が高かったり、モチベーションの問題が主

な相談内容であった。限られた時間ではあったが、

迅速に担当者を配置し、サポートを実施した。短

期間にも関わらず、担当者が全力を尽くし、選手
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からは有効の声が聞かれた。またこのケースでは、

選手村内に設置された個別オンラインサポート室

の利用もあり、選手からは好評を得た。

3．心理部門の総括

前述の通り、継続的にサポートしている個人や

チームについては、直前までサポート活動に徹す

ることができた。また、直前の新規のサポート申

込についても、主訴や要望に合わせた担当者を配

置することで、しっかりと対応でき、選手からも

評価をいただいた。今回実施したサポートに関し

ては、大きな問題はなかったと思われる。

一方で、心理（個別）サポートを受けたいと感

じながらも、「サポートの利用方法が分からなかっ

た」、「（心理サポートが）どのようなことをする

のか分からなかった」という声が聞かれ、サポー

トの実施までに至らないケースもあった。今後は、

心理サポートの利用方法や詳しい内容の提示・説

明等を徹底する必要があると思われる。

東京大会は自国開催であり、練習・トレーニン

グ環境のメリットがあった。しかし、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止による行動制限や無観客で

の開催となったため、自国開催のメリットを十分

に感じられなかった。例えば、日本人の観客によ

る応援の「後押し」は、大きなメリットであった

と考えられたが、それを感じることができなかっ

た。実際に、「会場での日本チームへの応援があ

れば、パフォーマンスや結果が違ったと思う」と

いう声が聞かれた。「無観客での試合」という視

点での具体的な対策を講じたサポートを行ってい

れば、もう少し違った貢献ができた可能性もあっ

た。我々は、2015年から行っている JISS特別プ

ロジェクト研究で「自国開催の国際大会におけ

る実力発揮／不発揮に関する研究」4, 7)を実施し、

その研究成果は、競技団体から依頼された講習会、

広く競技団体（多種目）の希望者を募った「JISS

心理セミナー」、そして 2018年の JOCコーチ会

議や 2019年の HPSCカンファレス等で提供して

きた。このことに関しては一定の成果はあったと

考えているが、東京大会は、ほぼすべての会場で

「無観客」ということが 2021年 7月上旬に決定さ

れた。決定時期が大会開催の直前のため、この点

の対策をとることは難しかった。今後は、「無観

客試合でのパフォーマンス発揮」という観点の研

究や対策を十分に講じることも、万全のサポート

体制を考える上では重要なことと考えられる。

またここで、東京大会における海外の心理サ

ポート状況について報告する。表 2は、海外の心

理サポート者が東京大会で活動した人数を示した

ものである。この情報は、国際応用スポーツ心

理学会（Association for Applied Sport Psychology : 

AASP）の中に、オリンピックまたはパラリンピッ

クをサポートしている、またはそのサポートに興

味を持っている人が参加する任意のグループがあ

り、そこから得た情報である。そのグループでは

オリンピック・パラリンピック毎に、各国のサポー

ト活動について情報交換する場（学会時の会議や

メール）があり、表 2は今回の情報をまとめたも

のである。選手村に入った人数は、人数の中に含

まれる。例えば、米国は 15名が来日し、そのう

ち 5名は選手村に入って活動したということであ

る。米国が他の国に比べて、突出して多いという

ことが分かる。そして、米国を含む 8ヵ国は、選

手村の中に入ってサポート活動を行っていた。日

本の心理サポート者が選手村に入って活動したと

いう情報はないが、いくつかの競技団体や個人に

心理サポート者が帯同し、村外でのサポートを実

施していたと思われる（詳細は不明）。感染拡大

防止をしながらの大会で関係者が十分参加するこ

とができない状況においても、多数の国々が入村

できるパス（ADカード）を心理サポート者用に

準備していたことは特筆すべきことであり、世界

では心理サポート者の役割も明確だと思われる。

日本においても、我々に課せられた役割・任務と

いうものを整理する必要があると思われる。なお、

この表の数値は、AASPの研究者が任意で集計し

たものであるため、すべてを把握できているもの

ではないことを付記する。

東京大会での HPSC内と村外サポート拠点で

の心理サポート活動は、概ね充実していたと思わ
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れる。本番直前まで選手個人やチームのサポート

ができたことは、まさに自国開催のメリットであ

り、それに応えるサポート活動ができた。また、

オンラインサポートの充実は、今後のサポートの

在り方を変えるものであり、特に、他国で開催さ

れるオリンピック・パラリンピック競技大会での

オンラインサポートでは、「新たなサポートの形」

として非常に有効で重要な役割を担うものと言え

る。今後もより精錬されたオンラインサポートを

構築する必要があると言える。

東京大会は、コロナ禍の開催となり、想定外の

環境の中で実施された。あらゆることへの備えが

アスリートのメンタル面の安心・パフォーマンス

の安定につながるということを再認識し、今後は、

より一層可能な限りの準備・対策を講じることが

求められるだろう。
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資料１.  試合時の食事のポイント
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資料２.  水分摂取の重要性について


